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図面を引き抜いてご覧ください
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問題 1．一般問題の解答
1　ロ．2

6Ω

2Ω

R1 R2a b
2Ω

3Ω

6Ω
第 1図

第 1図において，抵抗 2 Ωと 2 Ωの並列接
続の合成抵抗R1〔Ω〕は，

R1＝
2×2
2＋2

＝
4
4
＝1〔Ω〕

抵抗6 Ωと3 Ωの並列接続の合成抵抗R2〔Ω〕
は，

R2＝
6×3
6＋3

＝
18
9
＝2〔Ω〕

問題の図は，第2図のように書き換えられる．
6Ω

R1

R3

R2a b
1Ω 2Ω

第 2図

抵抗1 Ωと2 Ωの直列接続の合成抵抗R3〔Ω〕
は，
R3＝1＋2＝3〔Ω〕
a-b 間の合成抵抗R〔Ω〕は，抵抗 3 Ωと 6 Ω
の並列接続の合成抵抗であるから，

R＝
3×6
3＋6

＝
18
9
＝2〔Ω〕

2　ハ．120
回路のインピーダンス Z〔Ω〕は，
Z＝ 122＋162＝ 144＋256
＝ 400＝20〔Ω〕

回路に流れる電流 I〔A〕は，

I＝
E
Z
＝
200
20
＝10〔A〕

抵抗 12 Ωに加わる電圧V〔V〕は，
V＝IR＝10×12＝120〔V〕

3　ニ．断面積 5.5 mm2，長さ 10 m
直径 2.6 mmの銅導線の断面積A〔mm2〕は，

A＝
πD 2

4
＝
3.14×2.62

4
≒5.3〔mm2〕

である．
ニは，銅導線の長さ 10 m が等しく，断面積

がほぼ等しいので，抵抗値が最も近い．
4　ハ．1.4
比熱は，1 kg の水を 1 K（ケルビン）上昇する

のに必要な熱量である．比熱が 4.2 kJ/（kg・K）
の水 60 kg を，20 K 温度上昇させるのに必要
な熱量Q〔kJ〕は，
Q＝4.2×60×20〔kJ〕

電力量1 kW・hの熱量は3 600 kJであるので，
必要な電力量W〔kW・h〕は，

W＝
Q
3 600

＝
4.2×60×20
3 600

＝1.4〔kW・h〕

5　ロ．11.6
第 3図において，1相のインピーダンスZ〔Ω〕

は，
Z＝ 82＋62＝ 64＋36＝10〔Ω〕
相電圧V〔V〕は，

V＝
200
3
〔V〕

三相 3線式回路に流れる電流 I〔A〕は，
200

I＝
V
＝

3
＝
200

＝
20
≒11.6〔A〕

Z 10 10 3 3

8Ω

6Ω

6Ω
6Ω

8Ω
8Ω

200 V
200 V

200 V

Z〔Ω〕V3
200

I〔A〕

I〔A〕

I〔A〕

3φ3W
電　源

第 3図

平成30年度（下期）解答と解説
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6　イ．1
電線 8 m の電気抵抗 r〔Ω〕は，長さ 1 000 m
当たり 3.2 Ωであるから，

r＝
3.2
1 000

×8＝0.0256〔Ω〕

電線に流れる電流 I〔A〕は，P＝VIcosθ〔W〕
から，

I＝
P

Vcosθ
＝
2 000
100×1

＝20〔A〕

配線の電圧降下 v〔V〕は，
v＝2Ir＝2×20×0.0256≒1.02〔V〕

r

r

I

I
100 V

8 m

8 m

1φ2W
電　源

抵抗負荷
2 000 W

第 4図

7　ハ．104
負荷が平衡しているので，中性線には電流が
流れない．中性線には電圧降下が生じないので，
電圧降下 v〔V〕は，
v＝Ir＝10×0.1＝1〔V〕

したがって，a-b 間の電圧Vab〔V〕は，
Vab＝105－1＝104〔V〕

8　ロ．24
電技解釈第 146 条（低圧配線に使用する電線）
による．
600 V ビニル絶縁ビニルシースケーブル丸形
には，600 Vビニル絶縁電線が使用されている．
導体の直径が 2.0 mmの 600 V ビニル絶縁電
線の許容電流は，周囲温度 30℃以下で 35 A で
ある．電流減少係数が 0.7 なので，許容電流は，
許容電流＝35×0.7＝24.5 → 24〔A〕
 （小数点以下 1位を 7捨 8入）

9　ハ．69
電技解釈第 149 条（低圧分岐回路等の施設）に
よる．
低圧屋内幹線から分岐して，8 mを超えた位
置に過電流遮断器を施設するとき，分岐する電
線の許容電流は，低圧屋内幹線を保護する過電
流遮断器の定格電流の 0.55 倍以上のものでなけ
ればならない（第 5図）．

許容電流の最小値＝125×0.55≒69〔A〕

B1

B2

3 m 以下

B2

8 m 以下

IB ：幹線を保護する過電流遮断器の定格電流
IW ：分岐回路の電線の許容電流

B2

任意の長さ

IB

①原則

②IW≧0.35 IB

③IW≧0.55 IB

分岐回路用の
開閉器・過電流遮断器

幹線を保護する
過電流遮断器

第 5図

10　イ．
電技解釈第 149 条（低圧分岐回路等の施設）に

よる．
配線用遮断器，電線の太さ，コンセントの組

み合わせは第1表のようにしなければならない．
表から，イの分岐回路が適切である．
ロは，30 A 配線用遮断器分岐回路であり，

2.0 mmの電線は接続できない．ハは，20 A 配
線用遮断器分岐回路であり，定格電流 30 A の
コンセントは接続できない．ニは，30 A 配線
用遮断器分岐回路であり，定格電流 15 A のコ
ンセントは接続できない．

第 1表　分岐回路

配線用遮断器
の定格電流

電線の太さ
（軟銅線）

コンセント
の定格電流

20 A 1.6 mm以上 20 A以下

30 A
2.6 mm（5.5 mm2）

以上
20 A以上
30 A以下

40 A 8 mm2 以上 30 A 以上
40 A 以下

50 A 14 mm2 以上 40 A 以上
50 A 以下

11　ハ．高感度形漏電遮断器は，定格感度電流
が 1 000 mA以下である．
JIS C 8201-2-2 による．
高速形漏電遮断器は定格感度電流における動

作時間が 0.1 秒以下，高感度形漏電遮断器は定
格感度電流が 30 mA以下と分類されている．
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第 7図　パワーコンディショナ

16　ハ．600 Vポリエチレン絶縁耐燃性ポリエ
チレンシースケーブル平形
EMはエコマテリアル（Eco Material）の略称

で，EEF は絶縁材料とシース（外装）がポリエ
チレン（E）であること，形状が平形（F）である
ことを示し，/Fは耐燃性を表す記号である．
絶縁材料にポリエチレンを，シースに耐燃性

ポリエチレンを用いたもので，環境への影響を配
慮した電線であり，エコケーブルともいわれる．
17　ハ．リモコン配線のリレーとして用いる．
リモコンリレーで，リモコンスイッチを操作

することによって，主接点が開閉する．
18　ニ．VVFケーブルの外装や絶縁被覆をは
ぎ取るのに用いる．
VVF ケーブル用のケーブルストリッパであ

る．ケーブルストリッパは，ケーブルの外装と
絶縁被覆をはぎ取ることができる．
左側の工具はワイヤストリッパと似ている

が，刃の形状が外装と絶縁被覆をはぎ取るよう
になっているので，ケーブルストリッパと判断
できる．
19　ロ．電線の電気抵抗が 10％増加した．
電技解釈第 12 条（電線の接続法）による．
電線を接続する場合には，電線の電気抵抗を

増加させてはならない．
20　イ．ケーブル工事とし，壁の金属板張りを
十分に切り開き，600 Vビニル絶縁ビニルシー
スケーブルを合成樹脂管に収めて電気的に絶縁
し，貫通施工した．
電技解釈第 145 条（メタルラス張り等の木造

造営物における施設）による．
金属管工事，金属可とう電線管工事，ケーブ

ル工事による電線が，金属板張りの造営材を貫
通する場合は，その部分の金属板張りを十分に
切り開き，その部分の金属管，金属製可とう電
線管又はケーブルを，耐久性のある絶縁管に収

12　イ．600 V架橋ポリエチレン絶縁ビニル
シースケーブル（CV）
電技解釈第 120 条（地中電線路の施設），内線
規程 3165-1（施設方法）による．
地中配線に使用できる電線は，ケーブルに限
られる．
13　ロ．1 000
三相かご形誘導電動機の同期速度Ns〔min－1〕

は，電源の周波数を f〔Hz〕，極数を p〔極〕と
すると，

Ns＝
120f
p
 ＝
120×50
6

＝20×50＝1 000〔min－1〕
三相かご形誘導電動機は，負荷が増加するに
従って同期速度より回転速度が減少する．
14　ニ．金属管工事とリーマ
金属管工事では，リーマをクリックボールに
取り付けて，管端の内側の面取りをする．
ガストーチランプは硬質塩化ビニル電線管を
曲げるときに使用する工具，パイプベンダは金
属管を曲げるときに使用する工具，ボルトク
リッパは金属線などを切断するときに使用する
工具である．
15　ロ．パワーコンディショナ
配電線路に接続する系統連系型の太陽電池発
電設備（第 6図）において使用されるのは，パ
ワーコンディショナ（第 7図）である．
パワーコンディショナは，太陽電池が発電し
た直流電力を交流電力に変換して，商用電源に
接続できるようにする装置である．

Wh

商用電源

電力量計（買電・売電用）

B

負
荷
負
荷

AC

分電盤

系統連系保護装置

インバータ

パワーコンディショナ

太陽電池モジュール

接続箱

DC DC

DC

B

BE BE

B

第 6図　太陽電池発電設備
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めなければならない．
21　ロ．合成樹脂製可とう電線管（CD管）を木
造の床下や壁の内部及び天井裏に配管した．
電技解釈第 156 条（低圧屋内配線の施設場所
による工事の種類）・第 158 条（合成樹脂管工事）
による．
合成樹脂製可とう電線管（CD管）は，次のい
ずれかにより施設しなければならない．
・直接コンクリートに埋め込んで施設する．
・専用の不燃性又は自消性のある難燃性の管
又はダクトに収めて施設する．
したがって，合成樹脂製可とう電線管（CD
管）を，木造の床下や壁の内部及び天井裏に配
管することはできない．
22　ハ．単相 100 Vの電動機を水気のある場所
に設置し，定格感度電流 15 mA，動作時間 0.1
秒の電流動作型漏電遮断器を取り付けたので，
接地工事を省略した．
電技解釈第 17 条（接地工事の種類及び施設方
法）・第 29 条（機械器具の金属製外箱等の接地）
による．
水気のある場所では，定格感度電流 15 mA
以下，動作時間 0.1 秒以下の電流動作型漏電遮
断器を取り付けても接地工事は省略できない．
23　イ．2 本　0.80
電技解釈第 146 条（低圧配線に使用する電線）
による．
同一管内に電線を 2本収めた場合の電流減少
係数は 0.7 である．
電流減少係数は，第 2表のように規定され

ている．
第 2表　電流減少係数

同一管内の電線数 電流減少係数

3以下 0.70

4 0.63

5 又は 6 0.56

24　ニ．被測定物に，赤と黒の測定端子（テス
トリード）を接続し，その時の指示値を読む．
なお，測定レンジに倍率表示がある場合は，読
んだ指示値を倍率で割って測定値とする．
回路計（第 8図）の測定レンジに倍率表示があ
る場合は，読んだ値と倍率の積を測定値とする．

倍率表示

第 8図　回路計

25　ニ． 赤色線と黒色線間　200 V
白色線と大地間　　  0 V
赤色線と大地間　　100 V

単相 3 線式 100/200 V 配線は，第 9図のよ
うになっている．

100 V

100 V

100 V0 V

100 V

200 V

非接地側電線（黒）

高圧

非接地側電線（赤）

EB 大地

中性線（白）

第 9図

26　ハ．
直読式接地抵抗計を用いて，接地抵抗を測定

する場合，被測定接地極 Eを端にして，5 ～
10 m 程度離して補助接地極 P（電圧用）を配置
し，同じ方向に 5～ 10 m 程度離して補助接地
極C（電流用）を配置する（第 10図）．

補助接地極 P

接地抵抗計

被測定接地極E
EPC

補助接地極C

5～ 10 m 5 ～ 10 m

第 10図

27　ロ．中性線が断線している．
中性線が断線した場合は，第 11図のように
なる．
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200 V 200 V
100 V

中性線

a線

b線

断線

開

　閉

　器
100 V

V
機
器
A

機
器
B

第 11図　中性線が断線した場合

中性線が断線すると，機器Aと機器 Bが直
列に接続された状態で 200 V の電圧が加わる．
機器Aと機器 Bに加わる電圧は，負荷の抵抗
値に比例し，機器Aの抵抗値が機器 Bより大
きい場合は，100 V を超えた電圧が加わる．
a 線が断線した場合は，機器Aの両端に電
圧は加わらない．b線が断線した場合は，機器
Aの両端に加わる電圧は 100 V になる．機器
Aの内部で断線すると，機器Aの両端に加わ
る電圧は 100 V になる．
28　ハ．第二種電気工事士のみの免状で，需要
設備の最大電力が 500 kW未満の自家用電気工
作物の低圧部分の電気工事のすべての作業に従
事することができる．
電気工事士法第 2条（用語の定義）・第 3条（電
気工事士等）・第 4 条（電気工事士免状）・第 5
条（電気工事士等の義務），施行令第 3条（免状
の記載事項）・第 5条（免状の書換え），施行規
則第 2条の 3（簡易電気工事）による．
需要設備の最大電力が 500 kW未満の自家用
電気工作物の低圧部分（電線路に係るものを除
く）の電気工事は，「簡易電気工事」に該当する
ので，認定電気工事従事者又は第一種電気工事
士でなければ作業に従事できない．
29　ニ．定格電流 20 Aの配線用遮断器
電気用品安全法施行令第 1条の 2（特定電気
用品）による．
定格電流 100 A 以下の配線用遮断器は，特
定電気用品の適用を受ける．
イ，ロ，ハは，いずれも特定電気用品以外の
電気用品の適用を受ける．
30　ロ．直流にあっては750 V以下，交流にあっ
ては 600 V以下のもの
電技第 2条（電圧の種別等）による．
電圧は第 3表のように低圧，高圧，特別高

圧の 3種に区分されている．
第 3表　電圧の種別

種　別 直　流 交　流

低　圧 750 V 以下 600 V 以下

高　圧 低圧を超え 7 000 V 以下

特別高圧 7 000 V を超えるもの

問題 2．配線図の解答
31　ニ．A
自動点滅器の傍記表示はAである．

32　イ．リモコンセレクタスイッチ
図記号 は，リモコンセレクタスイッチを，
傍記の 6は点滅回路数を表す．
33　ロ．天井面
図記号 は，天井に取り付けるコンセント

を表す．
34　ニ．
図記号 E20Aは，20 A 125 V 接地極付コンセ
ントを表す．
35　ハ．内径 28 mmの硬質塩化ビニル電線管
である．
VEは硬質塩化ビニル電線管を表し，28 は管

の内径が 28 mmであることを表す．
36　ハ．D種接地工事　100 Ω
電技解釈第 17 条（接地工事の種類及び施設方

法）・第 29 条（機械器具の金属製外箱等の接地）
による．
電灯分電盤に施す接地工事は，引込線が単相

3線式 100/200 V であるので，D種接地工事で
ある．引込線の電源側には地絡遮断装置が設置
されていないので，接地抵抗値は 100 Ω以下で
なければならない．
37　ロ．
⑦に設置する機器は，リモコン変圧器であり，

ロの図記号を使用する．
38　イ．0.1
電技第58条（低圧の電路の絶縁性能）による．
⑧で示す配線は，単相 2線式 100/200 V を電

源とする単相 2線式 200 V 回路である．使用電
圧が 300 V 以下で対地電圧が 150 V 以下である
ので，絶縁抵抗値は 0.1 MΩ以上である．
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39　イ．過電流を遮断する．
図記号 f20AS は，定格電流 20 A のヒューズ

が取り付けてある電流計付開閉器（箱開閉器）を
表す．過電流が流れた場合に，ヒューズが溶断
して遮断する．
40　ロ．3
⑩で示す部分の複線図は第12図のようになる．

ア

ア

ア

ア

⑩

⑲
b

第 12図

41　イ．
⑪で示す部分の複線図は第13図のようになる．

1.6 カ

カ

1.6

1.6
2.0

2.0
2.0 2.0

1.6

中中

⑪

2

○

第 13図

使用するスリーブは，小 1個，中 2個になり，
刻印は次のようになる．
・1.6 mm×2＝○（1箇所）
・2.0 mm×2＋1.6 mm×1＝中（2箇所）
リングスリーブの選定及び刻印は，第 4表
による．

第 4表　リングスリーブの選定及び刻印

スリ
ーブ

電線の組み合わせ〔mm〕
刻印

1.6 2.0 異なる場合

小
2 － － ○

3～ 4 2 2.0×1＋1.6×1 ～ 2 小

中 5～ 6 3 ～ 4 2.0×1＋1.6×3 ～ 52.0×2＋1.6×1 ～ 3 中

42　ハ．
VE28（硬質塩化ビニル電線管）の管相互を接

続するのは，ハのTSカップリングである．
43　イ．
VE28（硬質塩化ビニル電線管）の工事では，

イのパイプレンチは使用しない．
44　イ．
回路の漏れ電流を測定できるものは，イのク

ランプ形漏れ電流計である．
45　ニ．
内線規程 3202-6（点滅器の取付け）に，「点滅

器は，電路の電圧側に施設（単相 3 線式の
200 V 回路の場合は，両切りを使用）するのが
よい．」とされている．
したがって，ニの 2極（両切り）のリモコンリ

レーを使用するのがよい．
46　ニ．
接地線は IV5.5 であり，これを裸圧着端子に

圧着接続するには，ニの裸圧着端子・スリーブ
用圧着工具を使用する．
47　ニ．
図記号 Lは，確認表示灯を内蔵した単極ス

イッチである．
48　ロ．
⑱で示す部分の複線図は，第 14図のように
なる．

⑱

2E

接地線

接地線

接地線

中

中
中

2E

c

電線は，すべて
VVF2.0とする．

第 14図

接続箇所は 3箇所で，スリーブのサイズは第
4表から，すべて中スリーブになる．
49　ロ．
⑲の複線図は第 12図のようになり，2本接

続が 5箇所である．
50　ニ．
イの 2Eは店舗や手洗場などに，ロの LK

はカウンタに，ハの EET はトイレに使用され
ている．
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